




昭和 34年 4)Jに福井大学i二学部に附属繊維工業研究施設(略称 ，織研)が設置され、私は昭和4




科となり、 平成 15年 10月福井大学と福井医科太学とが統合され、平成 16年4月組立行政法人





長裁定されました。その後、 平成 18年4月 1Rに福井大学工学部技術部に改組し現在に至る。
この間42年間に、研究部門及び派遣先研究室等で関わりを持った教官(員)は 11名になり ます。
A教官(昭和40年~昭和 58年>- B教官{昭和 42年~昭和43年).c教官(昭和 45年~昭和
46年).D教官(昭和47年~平成元年)、 E教官(昭和60年~平成元年)、 F教官{昭和 63年~平
成元年}、G教官(平成元年~平成9年). H教官{平成元年-)、 I教官(平成3年-)、 J教官(平成1



































を持った f職j とLての規定が成されていない訳です。 このことから 「職鮮の確立Jとか「官職の
設定j という問題提起が成される様になり、 「奴隷解放の運動jが叫ばれ出しました。
* rとJ1: r Iこj あるいは 「のj について






平成元年頃から技術職員の 「組織化j の議論が始まり、 技術業務を円滑に行う為の組織と Lてス
タッフ制が良いのかライン制が良いのか随分と議論をしました⑤ 平成4年当初はスタッフ制の全学
組織として技術部の組織化が行われましたが、平成 18年4月からは工学部のライン制の技術部組
織として改編されました。今後、「職の在り方」や「ビジョン」の方針が示されていく過程で、皆さ
ん方で充分吟味し結論をwしていって頂きたいと思います。
思い付くままに取り留めもないことを書きましたが、42年の議月はあっという問でした。この
問、技術部の皆さん};には大変お世話になりました.本当に厚〈御礼を申し上げます。
